
スポーツ選手にとって体を作る「食事」はも大切です。本書では管理栄養士の著者が、知っておきたい栄養素、バラン

スの良い食事とは？などについて、ポイントを押さえてわかりやすく解説。集中力アップ、疲労回復などテーマ別のバラ

ンス◎な定食レシピ 25 種類に加えて、試合前の勝負めし、お弁当作りのコツ、おすすめの手作りデザート＆ドリンクも

紹介されています。頑張る子どもたちを応援するお助け本です。 

 

あたらしくはいった本（永源寺・湖東・愛東図書館に入った主なものを紹介します） 

くらし・健康 

写真から見つける、ステキな金沢  ジェイティービーパブリッシング 

丸林さんちのヴィンテージスタイルな家具と庭づくり 丸林さんち／著 エクスナレッジ 

ほしい形が絶対見つかる！毎日リュック  ブティック社 

バッグ作り教室 水野 佳子／著 主婦と生活社 

わたしの好きなお酢・レモンの料理 ワタナベ マキ／著 家の光協会 

がんばらなくていい！楽シニアの作りおき 藤野 嘉子／著 講談社 

たかこさんが教えてくれた、ボウル１つで手づくりおやつ 稲田 多佳子／著 学研プラス 

やさしい甘さのバナナケーキ、食事にもなるキャロットケーキ 高石 紀子／著 主婦と生活社 

きちんとかんたん離乳食 中村 美穂／著 赤ちゃんとママ社 
 

『 遊牧夫婦 はじまりの日々 』 近藤雄生/著 角川書店 

東大工学部の大学院で学んだ著者は、吃音に悩んでいたことからふつうの就職は無理だと考え、

「旅を生活にすること」を目指します。2003 年、結婚したばかりの妻・モトコとともに、まずはふたりの出

会いの地・オーストラリアへ。安宿の従業員兼イルカウォッチングのボランティア兼ルポライターとなっ

たり、荒野をおんぼろバンで縦断したり、オーストラリア大陸内にある「独立国」に立ち寄ったり……そし

てめざすは東ティモール。世界中で旅と定住を繰り返した５年間の、はじめの一年間。 
 

病気になったとき体の中で起きてることが見える本 ＮＨＫ／編 主婦の友社 

骨活・筋活のススメ 
 

主婦の友社 

こころのクセを変えるコツ 姫野 友美／著 大和出版 

知りたいことがよく分かる整形外科Ｑ＆Ａハンドブック 井尻 慎一郎／著 創元社 

コーネンキなんてこわくない 横森 理香／著 集英社 

くすりをつくる研究者の仕事 京都大学大学院薬学研究科／編 化学同人 

 

社会・教育・福祉 

グローバル・ジャーナリズム 澤 康臣／著 岩波書店 

はじめての哲学的思考 苫野 一徳／著 筑摩書房 

氏神さまと鎮守さま 新谷 尚紀／著 講談社 

建築から見た日本古代史 武澤 秀一／著 筑摩書房 

ぼくの村は壁で囲まれた 高橋 真樹／著 現代書館 

希望の国の少数異見 森 達也／著 言視舎 

シリア情勢 青山 弘之／著 岩波書店 
 

『関口知宏のヨーロッパ鉄道大紀行 イタリアをめぐる旅～ローマ、ミラノ、ナポリをゆく～』 

関口知宏/著  徳間書店 

鉄道で世界をめぐる旅、今回の舞台はイタリアです。ローマからナポリまで、さまざまな

風景や人々とふれあいながら、ローマ帝国の昔から綿々と続く歴史、さらに混迷をきわめ

る現代世界に思いを馳せます。なぜ旅をするのか、それは「国民性」を知りたいから。「国

民性」を知るということは、その国の人々の素晴らしさと、それゆえの悲しい運命の両面を

知ることである……そんな思いで絵日記をしたためつつ、関口さんの旅は続きます。 
 

地方議会を再生する 相川 俊英／著 集英社 



 

 

世界の田園回帰 大森 彌／（他）編著 農山漁村文化協会 

誰が日本の労働力を支えるのか？ 寺田 知太／（他）著 東洋経済新報社 

安心、安全、便利でラクラクシニアのための応援グッズ ダイヤモンドビジネス企画／編 ダイヤモンド・ビジネス企画 

クラスがワクワク楽しくなる！子どもとつくる教室リフォーム 岩瀬 直樹／編著 学陽書房 

この子は育てにくい、と思っても大丈夫 星山 麻木／著 河出書房新社 

子どもの放課後にかかわる人のＱ＆Ａ５０ プレイワーク研究会／編 学文社 

江戸川柳で読み解くお茶 清 博美／著 水曜社 

 

自然・ビジネス・産業 
 

『 理化学研究所 １００年目の巨大研究機関 』  山根一眞/著 講談社 

今年、創設１００周年を迎えた理化学研究所（通称「理研(りけん)」）は、物理学、生物学、

計算科学など幅広い分野の研究を進める日本で唯一の自然科学の総合研究所です。ふえる

わかめちゃんの「理研ビタミン」、オフィス機器の「リコー」、いずれも理研から生まれた企業で、

１１３番元素の「ニホニウム」の発見・命名をしたのも理研チームです。日本の基礎科学を支え

続けてきた理研とは、いったいどんなところなのでしょうか？『メタルカラーの時代』シリーズで知

られるノンフィクション作家が研究現場を訪ね歩き、科学の最前線に迫ります。 
 

地学ノススメ 鎌田 浩毅／著 講談社 

スッキリ！がってん！雷の本 乾 昭文／著 電気書院 

深読み！絵本「せいめいのれきし」 真鍋 真／著 岩波書店 

未来にきらめく京都・滋賀個性派企業７０社 日刊工業新聞特別取材班／編 日刊工業新聞社 

三菱・三井・住友「三大財閥」がわかる本 財閥研究会／著 三笠書房 

非営利団体の資金調達ハンドブック 徳永 洋子／著 時事通信出版局 

細密イラストで綴る日本蒸気機関車史 片野 正巳／著 ネコ・パブリッシング 

ヤンキー村の農業革命 田中 健二／著 宝島社 

育てて楽しむエゴマ栽培・利用加工 服部 圭子／編 創森社 

 

芸術・趣味 

趣味の道具の作り方 
 

エイ出版社 

水草水槽のススメ 早坂 誠／著 エムピージェー 

猫との暮らしが変わる遊びのレシピ 坂崎 清歌／著 誠文堂新光社 

なつかしの国鉄駅スタンプコレクション 
 

交通新聞社 
  

『 トルテ 10 布と刺繍 』 ネコ・パブリッシング  

“モノと人と暮らしをつなぐ” トルテ、今号の表紙を飾るのは、高津恵美さんの「刺繍花」。これ

は「横振り刺繍」という群馬県桐生の伝統工芸を用いて作られている手仕事の作品です。そっ

と手に取って触れてみたくなるような美しい花。〝アトリエ訪問〟で作品が生まれる様子を垣

間見ることができます。その他、布と糸を表現の素材に選んだ作家が集う「布博」での注目ブラ

ンド、アジア発の旬な雑貨などが取り上げられています。手芸・雑貨好き、手仕事に興味があ

る人におススメしたい本です。 
 

〈原爆の図〉のある美術館 岡村 幸宣／著 岩波書店 

ブリューゲルへの招待 朝日新聞出版／編 朝日新聞出版 

鹿児島睦の器の本 鹿児島 睦／著 美術出版社 

バイクパッキングＢＯＯＫ 北澤 肯／著 山と溪谷社 



ことば・文学・小説 

子どもが本をひらくとき 石井 桃子／著 ブック・グローブ社 

本の雑誌おじさん三人組が行く！ 本の雑誌編集部／編 本の雑誌社 

毎日新聞・校閲グループのミスがなくなるすごい文章術 岩佐 義樹／著 ポプラ社 

芭蕉という修羅 嵐山 光三郎／著 新潮社 

源氏物語宇治の結び 上・下 荻原 規子／訳 理論社 

「レ・ミゼラブル」の世界 西永 良成／著 岩波書店 
 

『 わたしの好きな子どものうた 』  安野光雅/著 講談社 

絵本作家・安野光雅の思い出あふれる子どものうた。「春がきた」「背くらべ」「めだか

の学校」など誰もが知っている４０のうたを選び、絵とともにエッセイを綴っています。

「うさぎを追っかけたこともないし、こぶなは掬ったが釣ったことはなかった。でも夢に出

てくる舞台はいつも故郷・・・故郷は、誰にもある。子どもの頃の記憶の中に鮮明に残っ

ているのが故郷である。」（「故郷」）  
 

『君と星の話をしよう』 理不尽な原因で高校を中退した少年が星を愛する青年と少女に出会った 相川 真／著 集英社 

『遠縁の女』 他人どうしが身を寄せ合う武家、新田開発に戸惑う若き領主――清冽な短編集 青山 文平／著 文藝春秋 

『スポットライトをぼくらに』 ちいさな地方の町に住む中学生３人。進路を問われる日がやってきて あさの あつこ／著 文藝春秋 

『狩人の悪夢』 火村英生シリーズ、待望の長編。「眠ると必ず悪夢を見る部屋」に泊まったアリスは 有栖川 有栖／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『どんぶらこ』 終わりなき老老介護を不安に漂う家族。それは日本社会の「老い」のあかしか いとう せいこう／著 河出書房新社 

『桜のような僕の恋人』 恋した相手のかかった病気は、人の何十倍も速く年老いる難病だった 宇山 佳佑／著 集英社 

『櫻子さんの足下には死体が埋まっている』１～１１ 三度の飯より骨が好き？ ドラマ原作 太田 紫織／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『もたれ攻め 北町影同心 ５』 墓荒らしの下手人を追い、同心の妻・音乃の機知が冴えわたる 沖田 正午／著 二見書房 

『諦めない女』 スーパーでふと目を離したすきに、娘が消えた――わが子を諦めない女の信じる力 桂 望実／著 光文社 

『からくり成敗 大江戸隠密おもかげ堂』 忍びの血と異能を持つ美しい兄妹。シリーズ第二弾 倉阪 鬼一郎／著 実業之日本社 

『逆転』 出所したばかり、真面目に働きだした男の部屋で女が殺された。弁護士は無実を信じるが 小杉 健治／著 集英社 

『ときどき旅に出るカフェ』 ３７歳の OLが見つけたのは、「旅で出会ったもの」を提供するカフェ 近藤 史恵／著 双葉社 

『嫁入り 鎌倉河岸捕物控え ３０の巻』 京からの花嫁一行を待つ面々。そこへもう一つの縁談が 佐伯 泰英／著 角川春樹事務所 

『十代に共感する奴はみんな嘘つき』 愛はサブカル、性はエンタメ。「女子高生」の存在とは 最果 タヒ／著 文藝春秋 

『月の満ち欠け』 少女は月のように死んで生まれ変わるという。さまよえる魂の三十余年を追う 佐藤 正午／著 岩波書店 

『さむらい道』上・下 戦国から江戸初期、山形に君臨した最上義光。彼の知謀、抗争、激闘を描く 高橋 義夫／著 中央公論新社 

『かがみの孤城』 どこにも行けない少女の部屋で光り出した鏡。その向こうの世界で願いを叶える 辻村 深月／著 ポプラ社 

『犬の報酬』 自動運転の技術開発中起こった軽微な事故。警察発表のない事故をリークしたのは 堂場 瞬一／著 中央公論新社 

『御徒の女』 武家の娘として生まれ、よくない噂のある男へ嫁ぎ、家族を支え。栄津の幸せとは 中島 要／著 実業之日本社 

『西の魔女が死んだ 梨木香歩作品集』 初版から２３年、未収録の関連作品を加えた新装版 梨木 香歩／著 新潮社 

『ひとめぼれ』 「まんまこと」シリーズ第六弾。町名主の跡取り・麻之助は今日も相談を引き受ける 畠中 恵／著 文藝春秋 

『ようこそ、バー・ピノッキオへ』 無口なマスターの小さな店で、疲れた客は小さな幸せに出会う はらだ みずき／著 幻冬舎 

『僕が殺した人と僕を殺した人』 １９８４年の台湾、四人の友情。３０年後、一人は殺人鬼に 東山 彰良／著 文藝春秋 

『ＢＵＴＴＥＲ』 結婚詐欺の末に３人を殺した、若くも美しくもない女。取材した女性記者も翻弄されて 柚木 麻子／著 新潮社 

『愛さずにいられない』 書評、文学賞の選評、博覧強記な文学の話題。本への愛溢れるエッセイ 北村 薫／著 新潮社 

『まぬけなこよみ』 脱力系歳時記エッセイ？ めでたくつめたい初詣、土日ダイヤお盆クラブ…… 津村 記久子／著 平凡社 

『若狭がたり わが「原発」撰抄』 ３．１１以降の自然・くらし・原発のあり方に思考をめぐらせる 水上 勉／著 アーツアンドクラフツ 

『書店猫ハムレットの休日』 気難しいマスコット猫が、空手を披露！？ シリーズ第三弾 アリ・ブランドン／著 東京創元社 

『ママがほんとうにしたかったこと』 弁護士の夫が失業し、専業主婦がワーキングママに エリザベス・イーガン／著 小学館 

ほかの図書館で所蔵している本や貸出中の本には、予約ができます。くわしくはもよりの図書館へおたずねください。 


